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　なお，運営諮問会議の目的及び委員の氏名については，ホームページ（http://www. kyoto-u . ac . jp/Official/ 
committee/simon/simonkaigi . htm）に掲載している。


































































































































































































































































ミシガン大学Mary Sue Coleman 学長と「学術交流に関す
る一般的覚書」を交換する長尾総長
ミシガン大学学長，副学長らと懇談する長尾総長
















































































































民事法講座前 田 達 明法 学 研 究 科
多国籍アグリビジネスに関する研究経済動態分析専攻比較制度・政策講座中 野 一 新経済学研究科






















地熱流体の生成と流動に関する研究附属地球熱学研究施設由 佐 悠 紀〃
















作業療法学専攻田 原 明 夫医 学 部





臨床心理学探索医療センター探索医療臨床部加 藤 典 子医学部附属病院


























材料設計工学講座足 立 裕 彦〃



































イオン加速器を用いた微量元素分析技術の開発と研究附属量子理工学研究実験センター 田 紘 二〃








応用生化学講座桑 原 保 正〃





























比較文明論講座村 形 明 子〃




物質相関論講座松 原 孝 治〃
絶縁体・半導体結晶に於ける分光学的研究相関環境学専攻物質相関論講座大　畠　トキ子〃
量子エネルギープロセス分野，固体物性学エネルギー基礎科学専攻エネルギー反応学講座吉 田 起 國
エネルギー科学
研 究 科




民族共生論講座田 中 二 郎
アジア・アフリカ
地域研究研究科
アフリカ地域の動物相と環境保全に関する研究アフリカ地域研究専攻地域動態論講座小 山 直 樹〃
離散アルゴリズムおよび最適化に関する研究数理工学専攻応用数学講座茨 木 俊 秀情報学研究科




応用生物機構学講座熊 谷 英 彦生命科学研究科
ポリ（ＡＤＰ－リボース）の代謝と機能，神経変性疾
患の発症機構の研究，遺伝子診断法の開発研究生体反応設計研究部門上 田 國 寛化 学 研 究 所
宇宙由来素粒子と高励起原子に関する研究附属原子核科学研究施設松 木 征 史〃
古代インド・ヴェーダ文献の歴史的研究と，ヴェーダ
祭式の構造・その歴史的展開の研究文化研究創成研究部門井 狩 彌 介人文科学研究所
近代日本の数量経済史的研究文化研究創成研究部門山 本 有 造〃
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研　　究　　分　　野　　等講　座　等氏　　　名部　　　局
明治維新期における「政治文化」の研究文化生成研究部門佐 々 木 　 克人文科学研究所
再生医学・組織工学・バイオマテリアルならびに人工
臓器学の基礎的・臨床的研究再生医学応用研究部門清 水 慶 彦





研究センター上 田  政
エ ネ ル ギ ー
理工学研究所
金ナノワイヤーの創製および応用に関する研究附属エネルギー複合機構研究センター佐 藤 保 雄〃
木質の物性解明とその制御に関する研究木質バイオマス研究部門則 元　 京木質科学研究所
強震動地震学に関する研究地震災害研究部門入　倉　孝次郎防 災 研 究 所
浸透流・地下水文学・内水災害防御論・都市水文システ
ムに関する研究及び洪水・水資源に関する国際共同研究附属水資源研究センター岡　 太 郎〃
温度測定による流動地下水調査法に関する研究附属斜面災害研究センター竹 内 篤 雄〃
大脳皮質と心臓筋肉に存在する第二のDNA（CO－
DNA）に関する研究生体応答学研究部門香 川 和 子ウイルス研究所
中性子の挙動と核反応データに関する実験的研究原子力基礎工学研究部門小 林 捷 平原子炉実験所
高等動物細胞における電離放射線障害の回復・修復に
関する研究放射線生命科学研究部門内 海 博 司〃
大気環境に関する研究原子力基礎工学研究部門岩 本 智 之〃
血管平滑筋細胞膜の電気生理学的研究分子生理研究部門目 片 文 夫霊長類研究所












であるヘリウムの液化と供給に関する研究寒剤供給部西 下 博 紹〃
森林生態系の階層性に注目し，各階層における多様性と
システムの形成維持機構や多様な生物種の生活史の解明森林生物圏部門大 畠 誠 一
フィールド科学
教育研究センター














































































































































J. Bard 教授が C&EN誌の２００２年４月８日号で次の
ように述べている。More and more, professors at 
some universities are judged not on the quality of 
their research, but rather on the amount of 
research funds they have raised. --- The simplest 
fact is that university chemists are spending too 
much of their time raising  money. --- Some claim 
they spend 70% of their time on fund-raising, and if 
this is so, it is a deplorable situation. 
　Bard 教 授 は，さ ら に 続 け て，scientists are 
continually seeking new programs and sources of 
support.  --- という状況を憂いた上で，The most 
important new ideas will almost always come from 
some individual investigators working in isolation 
and not from a committee. --- History has 
demonstrated time and again that fundamental 
research pays off in ways that cannot be imagined 
in the beginning. It takes a very long time to take a 
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　このたび， 岡 村 健 二 郎名誉教授，
おか むら けん じ ろう
 繁 澤 和 夫 名誉教授， 須 貝 脩 一 名誉教授が逝去されました。
































































































 'International Conference on Informatics Research for Development of 



































京大広報 2004. 1　No. 586
1624
編集後記
　僕にとって広報委員の仕事は大変難しい。広報委員の第一の仕事は掲載文章の校正だ。文章に対す
る集中力がいる。いつの頃からか，読み飛ばしながら大意で満足する癖がついてしまっていたようだ。
ネットワーク環境の発達の頃からか，文章を読む量が大きく増えた気がする。毎日洪水のように出る
プレプリント，ネット新聞，必要の薄いメール。そのほとんどはざっと見るだけで済ませてしまう。
文章をじっくり読みながら，あれこれと考えるようなことはしない。一方，広報委員の仕事はその対
極のことを要求する。漢字や文法の間違いはもちろん，もっと分かりやすくならないか，誤解を生じ
ないようカンマやハイフンまで検討する。広報委員は，読み方の基本を学んでいるようで楽しい。
 （笹倉記）
医療技術短期大学部の動き
　医学部保健学科・医療技術短期大学部は，恒例の
消防訓練を平成１５年１１月２５日（火）に左京消防署の
指導と協力を得て実施した。
　訓練内容は，北棟４階微生物血清実習室から出火
したと想定し，京都市消防指令センターへの通報訓
練・館内放送訓練・消火器による初期消火訓練・屋
内消火栓による放水訓練及び逃げ遅れた学生の避難
誘導訓練を実施した。
　引き続いて避難梯子による訓練及び中庭にて学生
を中心にした消火器放水訓練を行った後，１階第２
大講義室にて初期消火の心構えについてのビデオ鑑
賞を行い，左京消防署員による災害弱者の多数いる
病院等にこれから勤務する学生へのメッセージを含
む講評を受け，自衛消防隊長笹田昌孝部長の挨拶を
もって終了した。訓練に参加した者は，１１月祭の最
中であるが，訓練に駆けつけてくれた学生が約５０名
と教職員合わせて約７０名であった
恒例の消防訓練を実施
